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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年8月5日(2021.8.5)

【公開番号】特開2019-187772(P2019-187772A)
【公開日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2018-83801(P2018-83801)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｘ

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月23日(2021.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者所有の遊技価値を用いて遊技を行う遊技機において、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　遊技者所有の遊技価値に関する制御を行う価値制御手段と、を備え、
　前記価値制御手段は、
　　前記遊技機に対応する遊技用装置と通信可能であって、
　　遊技者所有の遊技価値を記憶する記憶手段と、
　　前記記憶手段に記憶されている遊技価値を更新する更新手段とを含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記価値制御手段と前記遊技用装置との間で通信が確立していない場合、前記更新手
段によって前記記憶手段に記憶されている遊技価値が更新されないように遊技の進行を停
止し、
　前記価値制御手段は、前記遊技用装置との間の通信状況を特定可能なコマンドを周期的
に前記遊技制御手段に送信する、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１４８７４８号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、特許文献１の遊技機の実情に鑑み考え出された遊技機を提供することである
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　遊技者所有の遊技価値を用いて遊技を行う遊技機において、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　遊技者所有の遊技価値に関する制御を行う価値制御手段と、を備え、
　前記価値制御手段は、
　　前記遊技機に対応する遊技用装置と通信可能であって、
　　遊技者所有の遊技価値を記憶する記憶手段と、
　　前記記憶手段に記憶されている遊技価値を更新する更新手段とを含み、
　前記遊技制御手段は、
　　前記価値制御手段と前記遊技用装置との間で通信が確立していない場合、前記更新手
段によって前記記憶手段に記憶されている遊技価値が更新されないように遊技の進行を停
止し、
　前記価値制御手段は、前記遊技用装置との間の通信状況を特定可能なコマンドを周期的
に前記遊技制御手段に送信する。
　遊技機は、以下のように構成されてもよい。
　遊技者所有の遊技価値（たとえば、クレジット）を用いて遊技を行う遊技機（たとえば
、Ｓ台２）において、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段（たとえば、主制御部１６１）と、
　遊技者所有の遊技価値に関する制御を行う価値制御手段（たとえば、払出制御部１７１
）とを備え、
　前記価値制御手段は、
　　遊技者所有の遊技価値を記憶する記憶手段（たとえば、ＲＡＭ１７１ｃ）と、
　　前記記憶手段に記憶されている遊技価値を更新する更新手段（たとえば、払出制御部
１７１が実行するクレジット加算処理およびクレジット減算処理）とを含み、
　前記更新手段は、
　　遊技価値を遊技に用いるための操作（たとえば、ＭＡＸＢＥＴ操作）がされたときに
、前記記憶手段に記憶されている遊技価値から当該操作に応じた遊技価値を最小単位（た
とえば、１枚）ごとに減算する減算制御（たとえば、クレジット減算処理）を行い（たと
えば、図９に示すように、ＭＡＸＢＥＴ操作がされたときに、ＲＡＭ１７１ｃに記憶され
ているクレジットから当該操作に応じたクレジット数を１ずつ減算するクレジット減算処
理が行われる）、
　　遊技の結果に応じて遊技価値が付与される付与条件（たとえば、入賞の発生）が成立
したときに、前記記憶手段に記憶されている遊技価値に付与される遊技価値の全てをまと
めて加算する加算制御（たとえば、クレジット加算処理）を行う（たとえば、図１１に示
すように、入賞が発生したときに、ＲＡＭ１７１ｃに記憶されているクレジットに付与さ
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れるクレジット数の全てをまとめて加算するクレジット加算処理が行われる）。
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